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ASIA JOINT SYMPOSIUM　2016

テーマ：「地域創生と人材育成」

岩手大学

1． UURRプロジェクトの経緯と本シンポジウム開催の趣旨

UURRプロジェクト（両大学が核となって地域間交流促進を図る事業）は、平成15年度に「2003年日中中小企業技術製品交流懇談会」（中国・清華大学をパートナーに杭州市において開催）の開催から始まり、大連理工大学（中国大連地域）と本学の研究成果の技術移転を主目的として鋳造分野での技術移転やIT分野での国際共同研究、研究者交流、学生交流、さらには日本貿易振興機構（ジェトロ）の支援による企業交流などの実績をあげてきた。その後、社会情勢の変化に伴い、イノベーションをもたらす国際共同研究の実施、その成果を活用した両地域の産業振興や地域活性化とそれに貢献できる国際的な産業技術人材の育成なども取り入れられた、より包括的な国際連携事業として展開されている。
平成25年度には「アジア国際金型教育研究コンソーシアム」が形成され、アジア地域における金型教育及び研究交流が強化された。
また、平成20年度より大連理工大学及び韓国HANBAT大学校と共に毎年開催されてきた国際産学官連携シンポジウムを開催しており、平成25年度からはマレーシア・パハン大学も加わり、平成26年度に開催された「The Asia Joint Symposium 2014」において、産学官連携及び金型分野での連携の強化が図られた。
平成26年度には、工学部研究高度化・グローバル化特別対策室のコーディネートにより、医用生体工学・生体材料学分野での研究打合せ・講義等が実施されるなど、新たな分野における交流拡大がおこなわれた。
さらに、大連理工大学との交流に特化していたUURRプロジェクトの活動分野の他分野・他地域への拡大を図るため、平泉世界遺産教育分野で、岩手大学、岩手県教育委員会、曲阜師範大学、山東省文物考古研究所、曲阜市孔子研究院の関係者が、世界遺産の保存管理及び世界遺産教育のあり方をめぐり、「世界文化遺産の保存・管理・教育普及に関する検討会」を開催し、今後の課題について認識を深めた。このような一連の取り組みを継承し、今年10月には、本学を会場として「ASIA JOINT SYMPOSIUM　2016：地域創生と人材育成」を開催し、日本・中国・韓国・マレーシアなど東・東南アジア地域における産学官連携活動の強化を目指す。

２．企画案

(1) タイトル：　ASIA JOINT SYMPOSIUM　2016
(2)　テーマ：　「地域創生と人材育成」 (Regional Revitalization and Human Resource Development)

・産学連携と人材育成（地域が求める人材の育成： Development of regionally required human resources）

・金型・鋳造（金型・鋳造分野における地域創生と人材育成： Regional revitalization and human resource development in the field of Die and Mould）

・世界遺産（世界遺産の整備・公開・活用： Conservation, exhibition and utilization of World Heritage Sites）
・環境工学（環境保全技術： Technologies for environmental conservation）

・農学（一次産業をめぐる地域課題と研究動向： Regional problems and recent research in primary sector of industry）

(3) 日　　時：　2016年10月13日（木）、14（金）
(4) 会　　場：　岩手大学北桐ホールほか

(5) 主催・共催・後援：

主催：岩手大学、中国・大連理工大学、韓国国立ハンバット大学校、マレーシア・パハン大学

共催：吉林農業大学、浙江省文物考古研究所、岩手県教育委員会

後援：岩手県、盛岡市、日本貿易振興機構（JETRO）盛岡貿易情報センター、いわて未来づくり機構、岩手ネットワークシステム（INS） 

(6)　参加者・想定人数


大学関係者、行政・企業関係者、学生等

110名程度　（うち、中国・韓国・マレーシアから約30名）

(7)　スケジュール案：
	時間
	日程
	場所

	10月12日（水）　　　　　　　　　到着・歓迎レセプション

	18:30-20:00
	各国－成田・羽田・仙台着

ホテルチェックイン

歓迎レセプション
	ホテルRuiz（宿泊・レセプション）

	10月13日（木）　　　　　　　基調講演・分科会・交流レセプション

	8:30-8:45

9:00-9:30

9:30-10:00

10:00-10:10

10:00-12:00

12:00-12:10
	学長との名刺交換会

開会挨拶（岩渕学長）

主催者挨拶（大連理工大学、ハンバット大学、パハン大学）
来賓挨拶（達増拓也・岩手県知事）

基調講演

・「新産業構造ビジョン」渡邉政嘉・経済産業省 産業技術政策課長

休憩

・「地域復興のための人材開発」王志剛・岐阜大学副学長

・「平城宮跡の保存と活用」内田和伸・奈良文化財研究所遺跡整備研究室長

記念写真撮影
	岩手大学（事務局第一会議室）

(北桐ホール)

	12:20-13:20
	昼食会
	岩手大学

（インシーズン）

	13:30-17:30
	分科会

１．産学連携と人材育成（担当：今井潤・三陸復興・地域創生推進機構教授）

２．金型・鋳造（担当：内舘道正・理工学部准教授）

３．世界遺産（担当：劉海宇・平泉文化研究センター教授）

４．環境工学（担当：伊藤歩・理工学部准教授）

５．農学（担当：関野登・農学部教授）
	岩手大学

・コラボMIU会議室

・ものづくり研究棟・多目的室208

・北桐ホール

・理工学部共用教育研究棟1階103室
・農学部第一会議室

	18:30-20:00
	交流レセプション（ホテル・メトロポリタン盛岡本館）

・挨拶（盛岡市長）
	ホテルRuiz

	10月14日（金）　　　　　　　　現地企業等視察・交流レセプション

	8:40-11:30

12:00-13:00

13:00-16:00

17:30

18:30-20:00
	現地企業視察（アイシン東北）

昼食（平泉）

平泉視察（中尊寺、毛越寺）

宿舎到着

交流レセプション（ホテル紫苑）
	宿泊：つなぎ温泉（紫苑、愛真館）

	10月15日（土）　　　　　　　　　　　　　帰国

	終日
	帰国
	


